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ごあいさつ
宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆さんにまちづくりに

関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めております。そのひとつとして、決算の概

要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、こ

のたび、平成３０年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しました。

平成３０年度は、新庁舎の建設や、最終年度となる東部総合運動公園整備事業等の実施により、

投資的経費が増加しましたが、固定資産税の増収などにより、一般会計決算において黒字を確

保することができました。　

また、「第１次宮若市総合計画」が平成２９年度で区切りを迎え、平成３０年度より新たなま

ちづくりのグランドデザインである「第２次宮若市総合計画」に基づいたこれからの１０年間の

まちづくりに向け、さらなる一歩を踏み出しました。

第２次総合計画の重点プロジェクトのひとつとして掲げている定住促進施策は、定住奨励金制

度などが、子育て世代の方々を中心に市内外問わず多くの皆さんから好評を得ており、また、住

宅団地「光陵WONDER！GARDENS」の完売を受け、新たな定住ゾーンとして若宮小学校跡

地の利活用を図るため、「利活用基本計画」を策定しました。さらに、教育先進のまちづくりを

進める中、児童数の減少や施設の老朽化が進行している東中学校区２小学校の再編整備を目的

とした「学校等整備計画」を策定し、今後、宮田光陵中学校跡地において、学校給食施設と学

童保育所を併設した一体整備に取り組みます。建設中の市役所本庁舎については、防災拠点機

能を有し、市民の利便性に配慮したシンプルで身の丈に合った施設として、令和２年春の開庁を

目指し建設工事を進めています。また、防災対策については、雨や台風などによる災害発生時や

緊急時において、市民の皆さんへ迅速かつ的確な情報伝達を行えるよう防災行政無線の運用を

開始するなど、災害に強いまちづくりを進めて参りました。

宮若市は市制施行１４年目を迎え、「第２次宮若市総合計画」に基づいた新たなまちづくりを

スタートいたしております。これまでに築いた都市基盤や生活基盤を礎に、宮若市にある魅力を

最大限に活かし、発展させ、さらに創造しながら、一歩一歩着実に歩みを進め、このまちに住む

皆さんが「住んでよかった」「これからも住み続けたい」と感じ、誇りを持てるような輝くふるさと

づくりに向けてさらに邁進して参りますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

令和元年９月



2 Miyawaka Money Book

はじめに

 
宮若市では、市民の皆さんと協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に
公開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の
皆さんに配布しています。
このマネーブックは「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どれくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。
なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像としてま
ちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
ふるさと宮若

将来像

自然環境

生活基盤
・

都市基盤
産業

保健
・

福祉

教育
・

文化

市民協働
・

コミュニティ
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自主財源
 ４４．５%

依存財源
 ５５．５%

平成３０年度　宮若市一般会計決算
歳入　 １８８億８，５１２万円 
歳出　 １７９億８，７５１万円
差引　   ８億９，７６１万円

市税
　４８億２，７０２万円
　（２５．６％）

分担金・負担金
　１億５，１７７万円
　 （０．８％）

使用料・手数料
　３億７，１１６万円
　（２．０％）

繰越金
　１１億９，２９１万円
　（６．３％）

その他
　１８億５，１４０万円
　（９．８％）

地方交付税
　３５億８８６万円
　（１８．６％）

県支出金
　１１億９，７１３万円
　（６.３％）　

国庫支出金
　２８億９，６６６万円
　 （１５．３％）

交付金
　８億９，７９０万円
　（４．８％）

市債
　１９億９，０３１万円
　（１０．５％）

自主財源 　４４．５％（前年度比 ＋ ２．７％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　固定資産税の増収や、新庁舎建設のための基金繰入金が増加しました。

依存財源 　５５．５％（前年度比 ー ２．７％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。固定資産
税が増加したことなどにより、地方交付税が減少しました。

歳 入
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義務的経費　４２．３％（前年度比 − ５．８％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　臨時福祉給付金事業の終了により扶助費が減少しましたが、合併特例債の返済が一部始まったこと
により、公債費が増加しました。

投資的経費　２０．２％（前年度比 ＋ ７．１％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。新庁舎の建設や東部総合運動公
園の整備などにより増加しました。

その他の経費　３７．５％（前年度比 − １．３％）
　施設の維持管理や賃金などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。全体に占める割合は減少していますが、ふるさと納税の増加によ
り積立金などが増加しています。

歳 出

義務的経費
４２．３%

投資的経費
２０．２%

人件費
　２０億３，５６３万円
　（１１．３％）

扶助費
　４０億９４０万円
　（２２．３％）

公債費
　１５億５，４１９万円
　（８．７％）

物件費
　２２億１，８２０万円
　（１２．３％）

投資的経費
　３６億２，９２７万円
　 （２０．２％）

補助費等
　１６億７，１２０万円
　（９．３％）

繰出金
　１６億３，９８４万円
　（９．１％）

その他の経費
３７．５%

維持補修費
　１億１，６７０万円
　（０．６％）

その他
　１１億１，３０８万円
　（６．２％）
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財政力指数は財政基盤の強さを
表すもので、「１」に近づくほど
財源に余裕があるといえます。
固定資産税などが増加したため、
高くなりました。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政指標をグラフで見てみましょう。経年変化を追うことで市の財政が好転しているのか悪化
しているのかを捉えることができます。

財政力指数

０．６００

０．５５０

０．５００

０．６５０

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

０．５７７

０．６０２

経常収支比率

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０
Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

経常収支比率は、財政構造の弾力
性を表すもので、安定して収入され
る財源に占める固定的に支出される
経費の割合です。数値が低いほど
柔軟な財政運営ができるといえます。
普通交付税が減少したため高くなり
ました。

９０．９

９４．８

９０．６

０．５５９

（単位：％）

Ｈ３０Ｈ２６

０．５７１

８９．９

０．５６７

８７．７
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Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

市債残高

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

基金残高

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

１１，４５６

１２，０４３

１２，４８６

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動等による収支の悪
化に備えるための財政調整基金やその他
特定の事業を行う目的で積み立てを行っ
ている基金などがあります。
輝くふるさと応援基金などへの積み立て
により増加しています。

１０，４０２

２０，０００

１９，０００

１８，０００

１７，０００

１６，０００

１９，０９９

１８，５１７
１８，３８０

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設等については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
新庁舎建設のための借入を行ったことに
より、残高は増加しました。

１７，７９９

１８，４９８

１０，７１１

９，０００
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策事業　( 環境保全課 )

１７７ 万円

財源　県：１２万円　市：１６５万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強化
や不法投棄防止監視カメラ、看板、防護柵の設置
などによる不法投棄の防止に努めました。

また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川一
斉清掃の実施、自治会などが実施している環境
美化運動の支援を行いました。

■ 空家等対策事業　( 建築都市課 )

１６７ 万円

財源　国：８２万円　市：８５万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や適
切な管理などの啓発を行うとともに、老朽化し
危険性の高い空家を対象に、解体撤去費用の補
助を４件行いました。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル推進事業
　　( 環境保全課 )

９３６ 万円

財源　その他：１３万円　市：９２３万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、第
２・４日曜日に市役所本庁舎と若宮コミュニティ
センターの２カ所で行っている資源物拠点回収を
継続して実施しました。

また、ごみとして処理されている古紙などを再
資源として有効活用するため、リサイクル活動登
録団体への支援を行いました。

さらに、ごみの減
量化を図るため、
生ごみ処理機器購入
者、ダンボールコン
ポスト購入者に補助
金を交付しました。

第１章 自然環境　

上水道の安定供給

■ 公営企業会計の適用　( 水道課 )

５６７ 万円

財源　市：５６７万円（うち市債：５６０万円）

簡易水道事業のさらなる経営の健全化を図
り、将来にわたって安定的にサービスを提供し
ていくため、令和２年度からの公営企業会計の
適用に向け、公営企業会計システムの導入及び
業務支援委託を実施しました。

■ 配水管整備事業　( 水道課 )

７，７６５ 万円

財源　その他：３１４万円
         市：７，４５１円（うち市債：５，２８０万円）

各浄水場できれいになった水を運ぶための
配水管が市内の各所に埋設されています。

平成３０年度は、幹線配水管の福岡・直方線外
３路線の工事を行いました。

下水道等の整備

■ 公共下水道建設費　(下水道課 )

６億３，７６０ 万円

財源　国：２億１，９５３万円　その他：５，２５０万円
         市 ： ３億６，５５７万円（うち市債：２億８，４９０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況に併せて、詳細設計と調査
などを行い、事業認可区域内の幹線管きょの整
備や末端管きょの整備促進を図りました。

遠賀川中流流
域下水道事業で
は、広域的な汚水
処理対策を図る
ため、福岡県と関
連市町が連携を
図りながら整備
を促進しています。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり

遠賀川中流浄化センター



9Miyawaka Money Book

第
１
章■ 合併浄化槽整備事業　(下水道課 )

１，５８５ 万円

財源　国：５２７万円　県：５２７万円
         市：５３１万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備
区域以外での浄化槽の設置を４３基行いました。

■ 公営企業会計の適用　(下水道課 )

１，８２０ 万円

財源　市：１，８２０万円（うち市債：１，８１０万円）

下水道事業のさらなる経営の健全化を図り、
将来にわたって安定的にサービスを提供して
いくため、令和２年度からの公営企業会計の適
用に向け、引き続き取組を進めました。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 砂防費　( 土木建設課 )

４，９６１ 万円

財源　県：２，４００万円
　　　市：２，５６１万円（うち市債：２，４００万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、宮日田地区（金生）と脇田地区の整
備を進めました。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 都市計画基礎調査の実施  (建築都市課)

３７６ 万円

財源　県：９０万円　市：２８６万円

　都市計画マスタープランに即した計画的な土
地利用の促進を図るため、都市計画見直しの基
礎資料となる都市計画基礎調査を実施しました。

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

６，７７３ 万円

財源　国：２，７７５万円　県：１，３８８万円
　　　市：２，６１０万円

個人の権利や財産を尊重し、国土の開発、保
全、利用の円滑化を図るため、平成３０年度は、
四郎丸・山口地区の一部の地籍簿の作成と一
筆地調査、測量を行いました。地籍調査完了後
は、国の承認を経て法務局の字図と登記簿が修
正され、土地取引の円滑化や行政運営の効率化
を図ります。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

中心拠点の整備

■ 中心拠点整備事業  ( まちづくり推進課 )

１１億６５７ 万円

財源　その他： ８億２，７８０万円 
　　　市：２億７，８７７万円
　　　（うち市債：２億７，６００万円）

　中心拠点整備については、新庁舎建設設計業
務を基に、平成３０年度〜令和３年度までの４カ年
の計画で、新庁舎建設や現庁舎の解体除去、駐車場
等の外構整備を行います。新庁舎は令和２年春の
開庁を目指し、現在建設工事を行っています。

新庁舎内 多目的ホール完成イメージ
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定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

１億１２１ 万円

財源　国：１，１９４万円　市：８，９２７万円

　宮若市に定住するため新たに住宅などを取
得した人を対象に、固定資産税相当額を定住奨
励金として、５０３件交付しました。　　　　　
　また、将来の定住者となり得る若い世代の確
保を図るため、新婚・子育て世帯を対象に、民
間賃貸住宅の家賃に対する補助金を２６９件交
付しました。　　　　　　　　　　　　　　　
　さらに、新たな定住ゾーンとして若宮小学校
跡地の利活用を図るために、利活用基本計画を
策定しました。　　　　　　　

■ 住宅管理事業　( 建築都市課 )

６，２７８ 万円

財源　国：３，１３４万円　県：５２万円　市：３，０９２万円

　市営住宅長寿命化計画に基づき、住宅の安全
性確保及び長寿命化を図るために、国の補助金
を活用し、新成団地外壁改修工事を実施すると
ともに、管理戸数の適正化を図るため、用途廃止
となった住宅の除去工事を実施しました。
　また、市民が快適に住み続けられることや市
民の消費を促し、地域経済の活性化を図るた
め、個人住宅・地区公民館を対象に住宅等改
修補助金制度を継続して実施しました。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 道路新設改良費　( 土木建設課 )

４億８９８ 万円

財源　国：１億５，２５５万円
         市：２億５，６４３万円（うち市債：１億５，８１０万円）

　幹線市道は、老朽化の進む舗装の改修や歩
道の整備を国庫補助事業を活用しながら進めて
おり、年次計画に基づき、市道原田・沼口線、宮
田・三坑線、長井鶴・向田線、上大隈・西川線、
浦田・京野線、坂本・中川原線、今橋・尾勝
線外の整備を促進し、歩道の整備を含め、利便
性や安全性を高めました。

■ 道路橋りょう総務費　( 土木建設課 )

４９１ 万円

財源　市：４９１万円

　市民と行政の協働による良好な道路環境の保全
推進を目的とした道路愛護推進活動について、積
極的に周知を行い、活動団体の増加に努めました。

■ 生活交通手段の確保・利用促進
　　( 産業観光課 )

６，３２９ 万円

財源　県：６６万円　市：６，２６３円

　地域バス路線対策として、公共交通の維持確
保に向け、乗合バス８路線及び路線バス（ＪＲ
バス・西鉄バス・鞍手線）に係る運行維持費
を補助しました。　　　　　　　　　　

公園・緑地の整備

■ 公園整備事業費　( 土木建設課 )

５７２ 万円

財源　国：１０２万円
　　　市：４７０万円（うち市債：４２０万円）

　公園再整備計画の詳細設計を基に、都市再生
整備計画事業を活用して、交流・情報の発信拠点
として利用者や地域住民のニーズに適合した整
備を進めました。
　今後は、公園施設の適切な維持管理に努めます。

■ 河川公園・２０００年公園維持
　 管理事業　( まちづくり推進課 )

１，３３６ 万円

財源　市：１，３３６万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園は、市民団体
などとの協働による管理を行いました。

また、新たにヒガン
バナまつりを開催する
など各種イベントを通
じて、多くの方々の交
流の場として、活用を
推進しました。
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■ 消防団の充実強化　( 総務課 )

１，１９９ 万円

財源　市：１，１９９万円（うち市債：１，１９０万円）

地域防災の要となる消防団については、消防
団員の確保や、消防設備の充実に努めました。
　平成３０年度は小型動力ポンプ付軽四輪駆動
積載車を２台購入しました。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

７３９ 万円

財源　市：７３９万円

自治会などによる防犯灯の設置を支援し、犯
罪を防止する環境整備を進めました。
　（新設：５９件、取替３６５件）

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 防災意識の醸成と体制強化   ( 総務課 )

７６４ 万円

財源　市：７６４万円

自助・共助・公助の理念に基づいた地域防
災力の向上に向け、自主防災組織の育成・支援
に取り組み、災害時の初動体制や避難行動要支
援者避難支援体制の構築を図りました。

また、防災行政無線の運用においては、戸別受
信機や文字表示装置
を活用し、高齢者の
方々などへのよりき
め細かな防災情報の
伝達に努めました。

第
３
章

■ 多面的機能支払交付金　( 農政課 )

３，９６４ 万円

財源　国：１，９９０万円　県：９８７万円　市：９８７万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源の涵
養、良好な景観の形成など多面的機能を有して
いますが、過疎化・高齢化・混住化などの進行
に伴う集落機能の低下により、地域の共同活動
によって支えられている多面的機能の発揮に
支障が生じつつあります。

このため、地域の共同活動に支援を行うこと
で、農用地や水路、農道、ため池などの地域資
源の適切な保全管理を推進しました。

■ 営農推進対策事業　( 農政課 )

７１４ 万円

財源　市：７１４万円

　市独自の事業として、堆肥等土壌改良剤や農
業害虫の駆除などに対して補助を行うととも
に、特産品の開発や販路拡大などにも取り組
み、営農の推進を図りました。

第３章 産業 企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、
雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 有害鳥獣被害対策事業　( 農政課 )

５４９ 万円

財源　国：１万円　市：５４８万円

　深刻化する鳥獣害に対応するため、猟友会を
はじめとする関係機関などと連携した駆除を
強化するとともに、国の補助と並行した市単独
の有害鳥獣駆除補助制度を創設しました。

また、鳥獣被害防止特措法に基づく、地域単
位でのワイヤーメッシュ柵、電気牧柵の設置
事業や市単独の防護柵等設置補助制度により、
被害防除に取り組みました。

■ 宮若米のＰＲ事業　( 農政課 )

４４ 万円

財源　国：２２万円　市：２２万円

おいしいお米として定評のある宮若米を市
内外に広く知ってもらい、たくさんの人に購入
していただくため、宮若うまい米コンクールを
実施しました。

また、コンクール上位入賞者のお米は九州大
会・国際大会に出品し、好成績を収めました。
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■ 特産品の開発・販路開拓 ( 産業観光課 )
３６０ 万円

財源　市：３６０万円

特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランド
の確立を図るため、商業者と認定農業者で組織
する宮若じまん振興会に補助金を交付し、販路
拡大や普及促進を図りました。

企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

６，４３６ 万円

財源　県：１１９万円　市：６，３１７万円

　磯光工業団地の完売など企業進出が相次ぎ、
公的な工場用地が不足していることから、新た
な企業の受け皿を確保するため、工業団地適地
調査を行いました。また、進出が決定した企業
の工場建設、操業開始に合わせて、企業立地促
進助成金を交付しました。

観光の振興

■ 観光資源の整備　( 産業観光課 )

１，７９４ 万円

財源　その他：２９９万円　市：１，４９５万円

　イベントの魅力向上や地域観光資源の掘り
起こしを進めるとともに既存施設の環境整備
を行い、観光入込客の増加を目指しました。

また、いこいの里千石のキャンプ施設の修繕
や老朽化の著しいバンガローを削減し、規模を
縮小するとともに、環境整備を行いました。

さらに、観光事業等基金を活用して、脇田温
泉のサイン改修や犬鳴ダム関連施設の補修を
行いました。

■ イメージアップ・観光情報発信事業
　 ( 産業観光課 )

３７８ 万円

財源　その他：３５９万円　市：１９万円

　市のイメージアップを図るため、市の特産品
でイメージキャラクターでもある追い出し猫
を積極的に活用し、市内外のイベントや観光物
産展などを通じて、市の特産品や観光資源のＰ
Ｒを行いました。また、「宮若なび」を活用し
た情報発信を行いました。

■ 青年就農給付金　( 農政課 )

３７５ 万円

財源　県：３７５万円

　若年層の就農意欲を高め、その後の定着を図
るため、４５歳未満の就農希望者に対して、就農
給付金を給付しました。

■ 農林水産業施設の災害復旧 (土木建設課)

２，７２４ 万円

財源　県：１，７４５万円　市：９７９万円

　平成３０年７月豪雨によって被災した、道出
農地・農業用施設や幸崎農業用施設外４箇所
の補助災害復旧工事を行いました。

■ 耕作不利農地改善事業 ( 土木建設課 )

１１ 万円

財源　市：１１万円

面積が狭小、湧き水による湿田化など、耕作
不利農地の条件改善のため、農家が実施する対
象事業を補助することで、増加する耕作放棄地
の発生防止に向けた取組を行いました。

■ 農業観光振興センターの整備 (産業観光課)

４００ 万円

財源　市：４００万円

市内直売所や観光協会と連携を図りながら、
農産物・特産品販売と観光情報発信の拠点と
なる、特産品販売施設を整備します。平成３０
年度は、農業観光振興センター整備基本計画に
基づいて、基本設計業務を行いました。

商業の振興

■ 地域に密着した商業の活性化　　
　 ( 産業観光課 )

４９６ 万円

財源　市：４９６万円

買物利便性の向上のため、車両での移動販
売の対象地区の拡大に取り組むとともに、宮田
ショッピングセンター跡地の利活用を図るため、
解体に向けた設計を行いました。
　また、宮若商工会議所・若宮商工会が実施する
プレミアム付振興券発行事業を支援しました。
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第４章 保健・福祉

社会福祉の充実

■ 面接相談員配置による体制強化
　　(保護人権課 )

４３３ 万円

財源　国：３２５万円　市：１０８万

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・助
言や受給申請手続きなどの支援を行い、生活保
護行政の適正化に努めました。

■ 社会福祉協議会の活動支援
　　(子育て福祉課 )

５，０８３ 万円

財源　市：５，０８３万円　

　宮若市社会福祉協議会が実施している地域
福祉推進事業、ボランティア活動推進事業、各
種相談事業、高齢者・障がい者（児）支援事業
など、福祉事業活動の拡充を支援するため、補
助金を交付しました。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　(子育て福祉課 )

３０２ 万円

財源　市：３０２万円

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見
守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役割
を担う民生委員・児童委員の活動を支援する
ため、民生委員児童委員協議会に対して補助金
を交付しました。

児童・母子福祉の充実

■ ひとり親家庭への支援 (子育て福祉課 )

２億９０１ 万円

財源　国：７，０７９万円　県：９９万円
　　　市：１億３，７２３万円

　ひとり親家庭の生活の安定と自立支援を促
進するため、児童扶養手当や高等職業訓練促進
給付金などの給付を行いました。

■ 学童保育事業　(子育て福祉課 )

５，５６３万円

財源　国：１，５１４万円　県：１，５３０万円
　　　市：２，５１９万円

小学校区に合わせて市内５カ所（８クラブ体
制）で学童保育所を運営し、小学生のいる子育
て世帯の支援を行い、ひとり親家庭や多子世帯
などについては、保育料を一部減免しました。

平成３０年
度は、宮若西
学童保育所
の整備につ
いて検討を
行いました。

■ 認定こども園・保育所の整備促進　
　　(子育て福祉課 )

４億５，３１１ 万円

財源　国：１億３，９６４万円　県：１億９，７３４万円
　　　市：１億１，６１３万円

　老朽化した公立保育施設（第２保育所、さく
ら幼児園）の保育環境を改善するため、民間活
力を活用して、２つの施設に替わる新たな認定
こども園の整備に取り組み、新たな認定こども
園を整備する社会福祉法人に対して補助金を
交付しました。

また、昨今の急激な保育需要の高まりによる
待機児童の解消に向けて、新たに民間保育施設
の整備に取り組む社会福祉法人に対して、補助
金を交付しました。

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、
安心な暮らしを高める社会づくり
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■ 子育て支援センターの運営
　 (子育て福祉課 )

２，３３７ 万円

財源　国：９０７万円　県：８２９万円
　　　その他：３１８万円　市：２８３万円

子育て支援センターのさくらんぼ（さくら幼
児園内）・たんぽぽ（宮若リコリス内）・たけん
こ（若宮幼稚園横）では、子育て相談や親子の交
流の場として、地域の身近な子育て支援の拠点
となるよう継続して運営を行いました。また、
さくらんぼとたけんこ、第２保育所の３カ所で
実施している一時預かり事業を行いました。

障がい者福祉の充実

■ 自立支援医療給付費事業　
　　(子育て福祉課 )

１億５５８ 万円

財源　国：４，７０４万円　県：２，３５２万円
　　　市：３，５０２万円

障がいのある人の手術などの医学的処置や機
能障がいの軽減改善を図るための医療費を給付
しました。

また、障がいを除去・軽減する手術など、治療
により確実に効果が期待できる障がいのある児
童に対して、生活能力を得るために必要な医療
費の支給を行うなど、生活の支援を行いました。

■ 介護給付費・訓練等給付費事業　
　　(子育て福祉課 )

８億５６４ 万円

財源　国：４億２５万円　県：２億１３万円
　　　市：２億５２６万円

障がいのある人が住み慣れた家庭や地域で安
心して充実した生活が送れるよう、訪問系サー
ビス、日中活動系サービス、居住系サービスの
提供及び補装具の給付を行うとともに、就労移
行支援や就労継続支援の充実に努めました。

■ 地域生活支援事業　(子育て福祉課 )

３，１６６ 万円

財源　国：６０８万円　県：２９１万円　
　　　その他：１５４万円　市：２，１１３万円

障がいのある人やその保護者などに対する
相談体制の確立を図るとともに、意思疎通支援
や移動支援、日中一時支援、日常生活用具給付
等事業など、安心して日常生活が送れるような
支援体制の確立を図りました。

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

１３７ 万円

財源　市：１３７万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するための
経験を積む機会として１名のチャレンジ雇用
を実施しました。

高齢者福祉の充実

■ 地域包括ケア体制の確立
　 ( 健康福祉課 )

５，１８５ 万円

財源　その他：５，１４９万円　市：３６万円

　団塊の世代が７５歳以上となる令和７年を目
処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができるよ
う、医療・介護・介護予防・住まい・生活支援
が一体的に提供される地域包括ケアシステムの
深化・推進のため、生活支援サービスの体制整
備や、在宅医療・介護連携、認知症施策、地域
ケア会議などに取り組みました。　　　　　

■ 保育所・認定こども園の運営
　 (子育て福祉課 )

６億２４９ 万円

財源　国：１億３，１７１万円　　県：６，２５７万円
         その他：１億３２２万円　市：３億４９９万円

　公立・民間保育所での通常・延長保育など
の保育サービスを実施しました。

また、平成３０年度から、保育士不足を解消す
るため、民間保育所で勤務する保育士への家賃
補助制度や勤務年数に応じて就労支援金を給
付する制度、保育補助者の賃金の一部を補助す
る制度を新たに創設し、待機児童の解消に向け
た取組を実施しました。

保育士の専門性向上を図るため、研修の機会
を付与したほか、民間保育所での英語教育のた
めの経費に補助を行うことで、保育の質が高め
られるよう市独自の支援を行いました。
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■ 介護予防事業　(健康福祉課 )

１，６３８ 万円

財源　その他：１，６３５万円　市：３万円

　社会福祉協議会へ委託している「あったか
サロン」を今年度から宮田地区の西部ブロッ
クでも開催し、高齢者の方へ健康づくりサービ
ス、社会活動サービス、生きがいサービスなど
を提供をしました。

また、運動器の機能向上、口腔機能の向上、認
知症予防などを目的として、公共施設や自治
会などで実施する介護予防教室を通して、介護
予防に関する知識を習得してもらい、日常生活
の中で自発的に介護予防の取組が行われるよ
う支援しました。

健康づくりの推進

■ 総合健診　(健康福祉課 )

１，５６７ 万円

財源　国：１７万円　県：６３万円　市：１，４８７万円

生活習慣病の早期発見のため、検診の必要性
について周知を行い、総合健診の受診率向上を
図りました。平成３０年度は、延べ６，４７１人が
受診しました。
 
　・健康診断　　　・歯科健診

・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ 特定健診・特定保健指導　( 市民課 )

１，９６８ 万円

財源　県：９８６万円　市：９８２万円　

特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
診査であり、メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）に該当する人などを対象に生活指
導などを行い、生活習慣病を予防することを目
的としています。未受診者を対象に受診勧奨
を行うとともに、特定健診を受診し結果説明を
受けた人を対象に、宮若市関連の商品を配布す
るなど、さらなる受診率の向上を図りました。
　また、受診の結果、生活習慣病の予備軍や要
受診者となる人を対象に、保健師・管理栄養士
による受診指導、生活改善指導を実施し、疾病
の発症・悪化の防止に努めました。

■ 予防接種　(健康福祉課 )

７，０９０ 万円

財源　市：７，０９０万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種の推進を行いました。また、市の単独
事業として、７０歳以上を対象とした高齢者肺
炎球菌予防接種費用の一部助成事業を継続し
て行い、２１７人が接種しました。

・四種混合　　・三種混合
・二種混合　　・日本脳炎
・ポリオ　　　・ＭＲ（麻疹、風疹）
・ＢＣＧ　　　・インフルエンザ
・ヒブ　　　　・小児肺炎球菌
・水痘　　　　・子宮頸がん
・B 型肝炎　　・成人用肺炎球菌

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

６ 万円

財源　市：６万円

　宮若市の国民健康保険財政の健全化に向けた
取組の一つとして、後発医薬品（ジェネリック
医薬品）の使用による医療費減額通知の送付
を通じて、先発医薬品と同等であるジェネリッ
ク医薬品の使用を促進することで、医療費の適
正化に努めました。
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■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

２３０ 万円

財源　市：２３０万円

　自主的な健康づくりを
支援するため、健康づく
りに関する事業をポイン
ト化し、１，３００人のポイ
ント達成者全員に記念品
の贈呈を行いました。

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

１，８４４ 万円

財源　県：１２０万円　市：１，７２４万円

学力向上については、確かな学力を確立する
ための基礎的・基本的な知識・技能や思考力・
判断力・表現力などを育成し、学習意欲の向上
や学習習慣の定着を図るため、学力向上プロ
ジェクト E 事業を中心として様々な事業を実
施しています。

放課後学習「みやわかアフター・スクール」
を全小中学校で実施し、子どもたちの学習支援
を行うとともに、教員の資質向上のための研修
会「みやわか教師塾」の開催や、学力実態調査・
体力実態調査の実施、トヨタ自動車九州㈱の協
力を得てサイエンススクールを実施しました。
　また、平成２９年度から、宮若東中学校が福岡
県の学力向上拠
点推進事業の研
究指定を受けて
おり、授業改善・
指導力向上を目
指した取組を進
めています。　
　　　　

　
■ 教育施設の適正配置　( 教育総務課 )

　　（学校再編事業）
２５ 万円

財源　市：２５万円

　児童数が減少傾向にあるなか、活力ある教育
環境を整備するため、宮若東中学校区小学校を
学校等整備方針に基づいた再編を進めるため、
宮若市学校等整備計画策定委員会を設置し、宮
若市学校等整備計画（宮若東中学校区小学校
編）を作成しました。

■ 学校・家庭・地域の連携協力の
　 推進　( 学校教育課 )

８５ 万円

財源　市：８５万円

　学校、地域、家庭が力を合わせて学校運営
に取り組み、子どもたちを育む「地域とともに
ある学校」づくりを推進するため、学校運営協
議会規則に基づいてコミュニティ・スクールの
導入を進めています。平成３０年度は、小中一
貫校に導入し、安全や環境、学習面において地
域の方々が学校運営に参画しました。

■ 妊婦健康診査　(健康福祉課 )

１，７８５ 万円

財源　市：１，７８５万円

　母子ともに安全な出
産を迎えるため、妊婦健
康診査の費用を公費負
担し、２，３２６人が受診
しました。また、健診結
果を基に、必要に応じて
妊娠中から健康管理の
支援を行いました。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、
多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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■ 英語教育の推進　 ( 学校教育課 )
２，５４４ 万円

財源　県：１０万円　市：２，５３４万円

　国際理解教育の推進と、令和２年度からの新
学習指導要領の実施に伴う小学校５・６年生の
外国語科（英語）の教科化に伴い、ＡＬＴを幼
稚園、小中学校へ派遣するなど、外国語科や外
国語活動の充実に努めました。

また、宮若西小・中学
校が平成３０年度から福
岡県の研究指定を受け、
グローバル化に対応した
外国語教育の推進に向
けた取組を進めています。

■ 特別支援教育支援員配置事業
　 ( 学校教育課 )

１，５９０ 万円

財源　市：１，５９０万円

　市内小中学校の特別支援学級に在籍してい
る児童生徒や通常学級に在籍している発達障
がいがある児童生徒など、特別な支援が必要な
子どもたちに適切な教育的支援を行うために、
特別支援教育支援員の配置や支援員への研修
を行うなど、特別支援学級等の教育活動の充実
に向けた取組を実施しました。

また、特別に支援を必要とする児童生徒の就
学などについては、発達障がい相談支援カウ
ンセラーによる助言や特別支援教育連携協議
会の中で関係機関との情報交換を行い、円滑に
連携していくことで、当該児童生徒にとって適
切な教育支援を行いました。

　

スポーツの推進

■ スポーツフェスタの充実 ( 社会教育課 )
７２ 万円

財源　市：７２万円

　レクリエーションやニュースポーツを導入
するなど、多世代での参加が可能なイベントを
企画し、参加者の拡大を図りました。

青少年の健全育成

■ 体験学習の推進  ( 社会教育課 )
７４ 万円

財源　市：７４万円

　小学生を対象に週５日制事業「わいわいサー
クル」や夏休み・
春休みを利用し
たサマーチャレ
ンジ・スプリン
グチャレンジを
開催しました。

■ 施設環境の整備（安全対策事業）
　( 教育総務課 )　

７０４ 万円

財源　国：１７２万円
         市：５３２万円（うち市債：３４０万円）

　学校施設等にあるブロック塀のうち、地震災
害時に倒壊の危険性があるものについて、児童
生徒などの安全を確保するため、撤去を行うな
ど整備推進を図りました。

■ 小学校図書司書の配置
　( 学校教育課 )　

６５４ 万円

財源　市：６５４万円

　小学校の読書活動の充実と学校図書館を利
用した学習活動の活性化を図るため、市内小中
学校へ図書司書を配置しました。
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第６章 市民協働・コミュニティ

市民参加の推進

■ 広報・広聴の充実　( 秘書政策課 )

１，８０３ 万円

財源　国：１４万円　県：５４万円　
　　　その他：７７万円　市：１，６５８万円

　行政情報の発信については、広報紙や市公式
ホームページと併せ、新聞や雑誌、フリーペー
パーなど、様々な広報媒体の併用による情報発
信が必要です。主要施策をはじめ、情勢や現況、
地域の特色などを分かりやすく紹介し、本市へ
の理解を深めてもらうとともに、魅力を広く発
信するため、市勢要覧を製作しました。

また、皆さんが市政情報等を受信しやすいよ
う、ホームページの情報と連動した宮若市公式
アプリの配信を開始しました。

■ 新国富指標調査分析事業 ( 秘書政策課 )

１４０ 万円

財源　その他：１４０万円

九州大学都市研究センターが調査研究を行っ
ている新国富指標（長期的に持続可能な発展を
計測するために開発された経済指標）をまちづ
くりに活用するため、講演会や市民アンケート調
査を行いました。また、調査結果などを分析し、
市民を対象とした報告会を行いました。

地域コミュニティの形成

■ 職員地域担当制度　( まちづくり推進課 )

２１０ 万円

財源　市：２１０万円

自治基本条例に基づく職員の地域担当制度に
ついては、各ブロックで地域と職員が協働して、
様々な事業・イベントなどを実施しました。

地域情報化の推進

■ 地域情報化の推進  ( 総務課 )
３，４８６ 万円

財源　国：４７０万円　市：３，０１６万円

子育てワンストップサービスや情報連携な
どが開始され、マイナンバーの有効活用が着実
に進んでいます。マイナンバーの更なる活用と
AI や RPA など新たな ICT 技術の利活用を積
極的に進めていくための施策の検討を行いまし
た。また、電子自治
体の推進に向けた取
組として、基幹系シ
ステムの単独クラウ
ド化を実施しました。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

１，７４４ 万円

財源　国：７５０万円　県：５２万円
　　　市：９４２万円（うち市債：６００万円）

　国指定史跡である竹原古墳の保存整備に取
り組みました。
　また、旧若宮西小学校を活用した文化財収
蔵・展示施設と地域の活動拠点を併せ持つ施
設整備を行うための基本計画の策定に取り組
みました。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化鑑賞機会の充実
　 ( 社会教育課 )

１６７ 万円

財源　市：１６７万円

　市民文化祭やコン
サートを開催し、市民
が芸術文化に触れる
機会を提供しました。

市民とともに地域の課題解決に向けて
取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

ふれあい交流活動の充実

■ 国際感覚を備えた人材の育成
　 ( 秘書政策課 )

１８８ 万円

財源　その他：１８８万円

　宮若市と宗像市、トヨタ自動車九州㈱の地域
連携の取組として、中・高校生を海外に派遣す
るプログラムを実施しました。　　　　　　
　宮若市からは５人の生徒が参加し、ホスト
ファミリーや同世代のバディとの交流、日本の

ことを伝えるプレゼンテーションを協力しな
がら行うなど、将来を担うグローバルな人材の
育成に取り組みました。

■ 輝くふるさと応援寄附金制度の推進  
　　（財政課）

２億９，７４４ 万円

財源　国：３１５万円　その他：２億７，０４９万円　
　　　市：２，３８０万円

宮若市のまちづくりに賛同する方からの「ふ
るさと納税制度」による寄附金を財源に、特色
あるまちづくりを進めました。

また、返礼品を通じた市内特産品の販路拡大の
ため、新たな返礼品の発掘に取り組むとともに、
首都圏でのイベン
トに出展するなど、
積極的に寄附の拡
大を図ったことに
より、６億２，７７２万
円の寄附につなが
りました。

■ 固定資産（土地）評価の価格修正
　 に伴う標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３３ 万円

財源　市：１３３万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅地
の時点修正率を鑑定評価により求め、市内全域
の宅地等について価格修正を行いました。

■ 地番現況図などの更新　( 税務収納課 )

１，８１６ 万円

財源　市：１，８１６万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課税
を図るため、航空写真の撮影や地番現況図、公図
の通年異動更新を行い、令和３年度評価替えに
向けて土地評価見直し業務を進めました。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

６５ 万円

財源　市：６５万円

　収納率の向上のため、資力のある滞納者に対
して、不動産の差押を積極的に行いました。

また、ファイナンシャルプランナーによる多
重債務者のための過払い利息分の返還請求な
ど、法律相談や家計改善指導に取り組み滞納整
理を行いました。
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一　般　会　計
　　歳入総額 １８８億８，５１２万円
　　歳出総額 １７９億８，７５１万円
　　差引残額  ８億９，７６１万円 

                 歳　入
款 決算額

１　市税 ４８億２，７０２万円
２　地方譲与税 １億６，１９３万円
３　利子割交付金 ３８４万円
４　配当割交付金 ８５４万円
５　株式等譲渡所得割交付金 ７８２万円
６　地方消費税交付金 ５億８，４７８万円
７　ゴルフ場利用税交付金 ４，７３６万円
８　自動車取得税交付金 ６，１５２万円
９　国有提供施設等所在市町村助成交付金 １５８万円
１０ 地方特例交付金 １，５２４万円
１１ 地方交付税 ３５億８８６万円
１２ 交通安全対策特別交付金 ５２９万円
１３ 分担金及び負担金 １億５，１７７万円
１４ 使用料及び手数料 ３億７，１１６万円
１５ 国庫支出金 ２８億９，６６６万円
１６ 県支出金 １１億９，７１３万円
１７ 財産収入 １億８，４１０万円
１８ 寄附金 ６億３，１３６万円
１９ 繰入金 ７億８，３９７万円
２０ 繰越金 １１億９，２９１万円
２１ 諸収入 ２億５，１９７万円
２２ 市債 １９億９，０３１万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２０億３，５６３万円
扶助費 ４０億９４０万円
公債費 １５億５，４１９万円
物件費 ２２億１，８２０万円
維持補修費 １億１，６７０万円
補助費等 １６億７，１２０万円
繰出金 １６億３，９８４万円
積立金 １０億９，３０８万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ３６億２，９２７万円

目的別
款 決算額

１　議会費 １億６，２４２万円
２　総務費 ３８億６，９５９万円
３　民生費 ６６億５，１３４万円
４　衛生費 １０億３，６０７万円
６　農林水産業費 ５億１，５７３万円
７　商工費 ３億１８４万円
８　土木費 １３億８，５７７万円
９　消防費 ５億４，３７１万円
１０ 教育費 １８億４，６８３万円
１１ 災害復旧費 １億２，００２万円
１２ 公債費 １５億５，４１９万円

歳　出

資料．決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ５，８１０万円
２　保険給付費 ２２億４，５０１万円
３　国民健康保険事業費納付金 ７億２，４１６万円
４　共同事業拠出金 １万円
６　保健事業費 ２，００２万円
９  諸支出金 １億２，２１７万円
１１ 繰上充用金 ３億８，４２５万円

歳入
款 決算額

１　国民健康保険税 ５億５，４９２万円
２　使用料及び手数料 ４１万円
６　県支出金 ２３億９，３４８万円
１０　繰入金 ２億９，６４３万円
12 諸収入 ７２６万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３２億５，２５０万円
　　歳出総額 ３５億５，３７２万円

　　差引残額 △３億 　１２２万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ４２０万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億２，２５２万円
３ 諸支出金 １９万円
４ 保健事業費 ４４万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ２億８，９９２万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，８００万円
４ 繰越金 ７９２万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億３，５８９万円
　　歳出総額 ４億２，７３５万円
　　差引残額   ８５４万円

住宅新築資金等特別会計
　　歳入総額 １億３，４６２万円
　　歳出総額 １億３，４６２万円
　　差引残額 ０円

歳入
款 決算額

１ 貸付回収金 ６５万円
２ 県支出金 ７万円
３ 財産収入 ８万円
4 繰入金 １億２，３０６万円
５ 繰越金 １，０７６万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １６万円
２ 基金積立金 ８万円
３ 公債費 ３５万円
４ 繰出金 １億３，４０３万円
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簡易水道事業特別会計
　　歳入総額 １億　７６０万円
　　歳出総額 １億　７３８万円
　　差引残額 ２２万円

公共下水道事業特別会計
　　歳入総額 ９億２，８２２万円
　　歳出総額 ８億９，９４２万円
　　差引残額 ２，８８０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １，４３４万円
２ 事業費 ３，７３０万円
３ 公債費 ５，５７４万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ２２０万円
２ 使用料及び手数料 ４，６３７万円
３ 繰入金 ４，５００万円
4 繰越金 １１０万円
5 諸収入 ７３３万円
9 市債      ５６０万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 １億９１０万円
２ 公共下水道建設費 ６億３，７６０万円
３ 公債費 １億５，２７２万円

歳入
款 決算額

１ 分担金及び負担金 ４，３０８万円
２ 使用料及び手数料 ４，１６２万円
３ 国庫支出金 ２億１，９５３万円
５ 財産収入 １万円
６ 繰入金 ２億８，３１６万円
７ 繰越金 ２，８４０万円
８ 諸収入 ９４２万円
９ 市債 ３億３００万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ７１万円
２ 財産費 ２４万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 ４万円
３ 繰越金 １１０万円
４ 諸収入 ４万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 　１１８万円
　　歳出総額 ９５万円
　　差引残額 ２３万円
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支出　 　　　　４億７，６３６万円
区分 決算額

原水及び浄水費 １億１，５１７万円
配水及び給水費 ７，５２２万円
受託給水工事費 ７４９万円
総係費 ４，２２０万円
減価償却費 １億８，８９０万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ３，１７７万円
消費税 １，５５４万円
特別損失 ７万円

収入　 　　　　 ５億１，３４６万円
区分 決算額

給水収益 ４億１，１２１万円
受託給水工事収益 ７４９万円
その他営業収益 ３７万円
負担金 １，６０７万円
他会計補助金 ６０万円
水道加入金 １，０７８万円
長期前受金戻入 ６，６４３万円
雑収益 ５１万円

水道事業会計

支出　 　　　　1億８，９００万円
区分 決算額

建設改良費 ７，８３０万円
固定資産購入費 ６５９万円
企業債償還金 １億４１１万円

収入　 　　　　　　 ５，８１２万円
区分 決算額

企業債 ５，２８０万円
他会計補助金 ２１９万円
負担金 ３１３万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報推進係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 市長・副市長秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など

財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債など ３２−０５９０財務経営係 行財政改革、ふるさと納税、行政基本資料の収集など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園、企業誘致など ３２−０７７３拠点整備推進係 中心拠点整備の促進など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画など ３２−０５６２
子育て支援係 児童・母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課

健康対策係
（保健センターパレット） 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ５５−６０００

高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館、住宅新築資金など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９観光推進係 観光振興、いこいの里千石、観光資源の保全・活用など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 小学校・幼稚園の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など
３２−１００７学校再編推進係 小学校再編、学校給食施設の整備など

学 校 教 育 課 学校教育係 児童就学、奨学金、通学区域、学級編成、教育支援センターなど
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３２−０７１５

社 会 教 育 課 公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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に
助
け
あ
い
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を

　
　
　
め
ざ
し
ま
す
。

　
一　
活
力
に
満
ち
た
産
業
を
育
み
、
働
き
や
す
い
ま

　
　
　
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　
　
　
す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。

宮
若
市
歌
「
輝
く
ふ
る
さ
と
」

　　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

風
が
優
し
さ
を
連
れ
て
く
る

　

水
が
命
を
授
け
て
く
れ
る

　

人
は
思
い
や
り
に
溢
れ　

街
は
喜
び
に
包
ま
れ
る

　

そ
ん
な
街
だ
よ　

大
好
き
な
街
だ
よ

　

君
と
一
緒
に
見
つ
め
た
い　

歴
史
と
夢
と
未
来
を

　

安
ら
げ
る
人
が
い
る　

癒
さ
れ
る
緑
が
あ
る

　

そ
し
て
輝
く　

歴
史
が
あ
る

　

宮
若
市
温
か
い
ふ
る
さ
と

　

宮
若
市
輝
く
ふ
る
さ
と

　

さ
ぁ
こ
こ
へ
お
出
で
よ

　

共
に
輝
く
未
来
を
築
こ
う
よ

　

輝
く
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う
よ
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